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令和７年度の主な国際交流・多文化共生推進関連事業について 

※ 「京都市国際都市ビジョン」における国際都市像ごとに記載 

 

国際都市像１ 世界を魅了し、多種多様な人々が集まるまち 
【取組の方向性】 

① 新たな価値創出につながる京都の魅力の深化 
② 外国人研究者や技術者、起業家、留学生等にとって魅力ある環境整備 
③ あらゆる機会を通じた世界の都市「KYOTO」の魅力発信 

【令和７年度の主な関連事業】 
 グローバル展開支援中堅企業創出プロジェクト（38,600千円） 

京都経済の更なる活性化を図るため、次代のグロ-バル企業・中堅企業創出を目的としたプ

ロジェクト。 

独自の技術力と市場優位性のある商品を持つ中小企業に対して、海外市場の獲得・拡大に向

けた計画策定から実践までの伴走支援とＤＸ戦略の構築からITツール等の導入までを支援す

る。 

 海外企業誘致の推進（55,000千円） 
京都市では、これまでから「オフィス空間・産業用地の創出」と「企業立地支援」を両輪に、

市内企業の事業拡大支援及び市外企業の誘致に取り組んできた。 
令和７年度は、国内外の突き抜けた企業の立地や多彩な人材の集積により本市経済や産業基

盤を強化し、世界との交流・協働を促進することで、誰もがあこがれる世界に唯一のビジネス

都市・京都を目指し、海外企業誘致の取組強化を図る。 

 万博を契機とした海外ビジネス交流促進・ネットワーク構築事業（16,700千円） 
大阪・関西万博を契機に、市内企業等のグロ-バルなビジネス展開や海外からの投資拡大を

図るため、海外に向けて、ウェブサイト等で京都市の強みを発信するとともに、海外とコネク

ションを有する様々な関係機関とのネットワ-クを構築し、万博会期中にパビリオン出展等を

行う海外の企業や政府関係者等を主なタ-ゲットに、インキュベ-ション施設、大学、市内企業

等の現地視察やビジネスイベントなどを組み込んだ、テクニカルツア-を実施する。 

資料１ 
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国際都市像２ 海外都市との連携が強まり、国際社会に貢献するまち 
【取組の方向性】 

① 文化の力を土台とした国際交流・協力による国際社会や世界平和への貢献 
② 海外都市との相互利益型の都市間交流の推進 

【令和７年度の主な関連事業】 
 世界歴史都市連盟事業（4,949千円） 

第20回世界歴史都市会議（2026年開催予定）の開催都市である姫路市において、2025年度世

界歴史都市連盟理事会を行い、会議の日程及びテーマ、プログラム概要を決定する。また、世

界歴史都市会議におけるエクスカ-ションの候補先として、本市に理事都市を招き、視察等を

実施する。 

連盟事務局では、機関紙の発行や公式ウェブサイトによる情報発信等を行う。 

 イクレイ等のネットワーク組織と連携した国際発信（3,275千円） 
持続可能な社会の実現に向けて積極的に取り組む国際的な自治体ネットワーク組織「イク

レイ-持続可能な都市と地域をめざす自治体協議会」に加盟し、国内外の自治体との連携を図

っている。（※京都市長がイクレイ東アジア地域理事会の議長を務めるとともに、イクレイ日

本に本市職員を１名派遣） 
地球規模での温暖化対策を促進するため、イクレイのプラットフォームを活用しながら本市

の取組を広く発信する。 

 京都・フィレンツェ姉妹都市提携60周年記念事業（17,020千円） 
フィレンツェ市との姉妹都市提携60周年を記念し、両市代表団の相互派遣や文化を中心とし

た交流を実施することにより、京都・フィレンツェ両市民間の絆を深化させ、両市の友好関係

を維持・発展させていく。 
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国際都市像３ さまざまな世代で国際交流や多文化共生の意識が高まり、 
国際感覚をもった人が育つまち 

【取組の方向性】 
① グローバルな視点をもって地域の発展に貢献する担い手の育成 
② 幅広い年齢層が世界の多様な文化に触れる機会の創出 
③ 京都市の国際展開を支える職員の育成 

【令和７年度の主な関連事業】 
 京都の若者が世界の多彩な才能と交流する仕組みづくり（45,000 千円） 

海外からクリエイティブな人材を京都に呼び込み、地域とつなげることによって、知的交

流を促す仕組みをつくるためのモデル事業を実施する。 

既存の取組をリサーチし、アーティスト・イン・レジデンスの実績のある施設等のネット

ワークを形成するとともに、ノウハウ等が不足して躊躇している施設等をネットワークによ

りサポートし、受け入れを促すためのミートアップ等を開催する。 

加えて令和７年度は、海外クリエイターと若者・地域との交流に係るコーディネート機能

の充実、国内外のネットワークづくりや京都のレジデンス情報の海外発信を行う。 

 英語教育・国際交流の推進（53,592千円） 
子どもたちが実践的な英語力を身につけることができるよう、小学校で日常的に英語に触

れるための取組、中高校生の英検受検料補助、高校での修学旅行等や海外姉妹校との相互交

流、GTECの活用に取り組んでいる。 

また文部科学省の留学支援制度であるトビタテ留学JAPAN等への積極的な応募も促してい

る。 

また、「京都市立高校グローバルリーダー育成研修」を実施し、多様な文化や価値観に触

れる経験を通して、グローバル人材としての素地を育む。 
 令和7年度より、海外で探究活動を実践する市立高校生に留学に要する経費の一部を補助

する「海外探Ｑ留学」支援事業を新たに創設。 

 国際交流会館管理運営（指定管理）（178,693千円） 
京都の国際交流・多文化共生の拠点として、国際交流団体等との連携事業や、外国籍市民等

からの相談に多言語で応じる「京都市外国籍市民総合相談窓口」の運営などを行うことによ

り、市民が多様な価値観に触れる機会を創出するとともに、外国籍市民等が安心して生活でき

る環境づくりを進める。 
また、ロシアによる軍事侵攻の影響を受け、京都市の姉妹都市であるキーウをはじめウクラ

イナ各都市から避難された方々を温かく受け入れ、支援を行うため、京都市や企業、関係団体

等と連携した取組を行っていく。 
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国際都市像４ 多様性を生かしたまちづくりが進み、市民の生活が豊かになっているまち 
【取組の方向性】 

① 多言語による情報提供・コミュニケーション支援 
② 外国籍市民等が安心・安全に暮らせる体制整備 
③ 外国籍市民等による地域・市民活動への参加促進 
④ 外国籍市民等の地域での就労支援 

【令和７年度の主な関連事業】 
 京都市外国籍市民等意識・実態調査（11,000 千円） 

本市外国籍市民の増加や国籍・在留資格の多様化など、近年の外国籍市民を取り巻く状況

が大きく変化していることを踏まえ、外国籍市民との共生を推進するとともに、外国籍市民

が安心して快適に暮らすため、外国籍市民及び地域の実態及びニーズを捉える調査を実施。  
具体的には、京都市在住の外国籍市民の方に、生活実態、日常生活や就労等での困りごと、

地域（日本人）との関わり、生活満足度などについて調査する。また、日本人の方にも、外

国籍市民との交流の状況や課題などに関する意識調査を行う。 

 海外からの相談対応等受入環境整備の充実事業（7,700 千円） 
今後、世界から多様な人材や企業を引き付けるとともに、外国籍市民との共生を推進し、外

国籍市民が安心して快適に暮らすために、以下の事業を実施する。 

⑴ 海外からの相談対応の強化 

来日前の生活相談や問合せに対し、必要な情報の提供や関係団体の案内等を行える 

よう、京都市外国籍市民総合相談窓口の体制を強化するとともに、本市における生活 

の基本情報や問合せフォームなどを掲載したウェブページを作成する。 

⑵ 行政手続き等に係る言語面の支援体制の強化（通訳派遣制度の試行実施） 

今後、外国籍市民が行政機関における手続き・相談（個人面談）や福祉サービス利 

用などをよりスムーズに行えるよう、既存の電話による三者通話に加え、新たに通訳 

者を派遣できる仕組みを整える。 

 京都市外国籍市民総合相談窓口運営（8,365 千円） 
在留手続、雇用、医療、福祉、出産・子育て・子供の教育等の生活に係る適切な情報や相

談場所に迅速に到達することができるよう、多言語による情報提供及び相談を行っている。 



         

      

        

 

      

      

      

    

         

      

      

     

     

      

  



    

           

      

            

  

      

       

 

      

         



      

        

      

      

      

      

      

      

      

       

       

       

       

        

       

      

     



      

       

       

 

 

 

     

  

 

 

 



     

        

     

      

         

 

 

      

  

    

           

            

  

 

       



        

       

       

       

       

        

       

       

       

     

 

   

    



         

        

        

         

    

           

            

     

         

 

 

 



 

 

 

      

   

       

    

 

 



        

      

      

      

    

        

 

         

      



     

     

     

     

     

     

 

     

      

           

            

         

     

     

     

     



 

     

   

  

   

     

 

 

 

 

   

     

 

      

 



 

 

   

 

 

     

      

   

 


